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─早速ですが、松山社長の歩みから順
を追ってお聞かせ下さい。
（松）　打ち込んでいた野球、絵が好きで
目指した芸大を諦めるなど、振り返ると
若いころは挫折ばかりの人生でしたね
（苦笑）。学校卒業後は自分探しの旅をし
ようと、バックパッカーで世界各地を
巡ったんですよ。神戸から上海、北京、
モスクワ、ヨーロッパと 1年ぐらい転々
としました。多くの刺激を受ける日々で
したが、自分の進むべき道を見つけるこ
とはできずに帰国したんです。
─いや、海外を旅した経験は必ず社長
を成長させたはずです。帰国後は？
（松）　飲食のアルバイトもしましたが、
同じ場所、同じ顔ぶれで仕事をする毎日
を繰り返すというのがどうも性に合わな
くて。それで飛び込んだのが、運送業界
だったんです。自分のペースで仕事がで
きますし、各地を回れますからね。はじ
めて自分に合う仕事に出会えたという感
覚でした。最初はドライバーからはじめ
て経験を積み、別の運送会社で営業にも
携わって、その後は統括支店長にも就任
しましたが、勤務先の経営状況が悪化し
て早期退職することになったんです。
─当時はおいくつだったのでしょう。
（松）　40歳でした。独立するなら今だと
も思ったのですが、運送会社の取締役に

引き抜かれて、そちらで営業支店長を務
めました。さらに別会社の社長にお声が
けいただいて、そちらでも営業部長を。
その後、後継者を探していた『かつみ運輸』
と出会って、約半年をかけて先代と会話
を重ねながら引き継がせていただくこと
になったんです。そうして私が現職に就
任したのが2023年の 10月のことです。
─要職のご経験が豊富ですから、いよ
いよ経営者にといった感じですね。笠原
所長は、社長と長いお付き合いなので
しょうか。
（笠）　はい。前職で出会って、約 10 年
の付き合いになります。
（松）　笠原は前職でも所長を務めてい
て、私が当社を継ぐ話をする以前から何
かを察していたのか、「自分でやるつも
りなら一緒にやる」と言ってくれていた
んです。彼もまた業界経験が豊富で、自
分と波長も合いますし、全面的に信頼し
ています。
─良きコンビのようですね。所長から
ご覧になった社長はどんな方でしょう。
（笠）　気さくで嘘がつけず、信用できる
人です。だから、ついていこうと思った
んです。もちろん不安もありましたが、
自分にとってもチャレンジできる環境が
あるならチャレンジをと決断しました。
─そうしてお二人のタッグが生まれた

のですね。従業員さんは何名ですか。
（松）　従業員が 5名で、私たちを加えて
7 名です。先代は 80 歳近いながら運転
が大好きな方で、会長職をお願いしたい
と言ったのですが断られ、ドライバーと
して現場に出ていらっしゃるんですよ。
─それは、実に精力的ですね。
（松）　ええ。今後も体制の強化を進めた
く、まずは人を増やし、車両も約 100 台
までに増やすのが目標です。そして運送
業に限らず、関連事業に着手し、グルー
プ企業へと発展したいですね。利益は従
業員に還元し、風通しの良い組織を築き、
みんなで前進を続けます。

（2023 年 12月取材）

1985年の設立から40年近くにわたって事業を
手掛ける『かつみ運輸』。建築資材や什器、海外
輸出物の運送をメインに、信頼と実績を蓄積して
きた企業だ。本日はタレントのおさる氏が同社を
訪問。2023年10月に事業を引き継いだ松山社
長と、業界経験豊富な笠原所長にお話を伺った。

業界経験豊富な業界経験豊富な22人がタッグ人がタッグ──
約40年の歴史を誇る運送会社の舵を取る約40年の歴史を誇る運送会社の舵を取る
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「『かつみ運輸』さんの後継者として白羽
の矢が立った松山社長。運行管理者の免
許をお持ちで、さらに英語にも長けてお
られることもその理由の一つでしょう。
海外経験や語学力など、全てが今につな
がっているのでしょうね」	 おさる・談
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